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高齢者の体力について（２）
渡辺政史松本三紀夫（法政大学）
中山三男（美山苑）
１．はじめに
高齢化が進み高齢者が健康と体力を維持するための対策は社会問題となった。高齢者のスポーツ
活動もliHiんとなりジョギングやマラソンへの参力'1も増jlll1している。スポーツ活動に参加している人
々は若い頃からの習慣である人も多い。Iiliiかに体力的に優れている人々であろう。しかしながら多
くの高齢者は以前からの運動習慣を持っているとは限らない。又現在実施されている体力illl定は行
動的llllliiの能力の要素が大きく、これをそのま、高齢者に使１１]するととは無理がある。そして高齢
者の身体的能力は中年者までのそれとは異なり個人差が著しくあらわれる。そこに表われる行動的
能力の高さが健康の水準とは必ずしも一致するわけではない。現在高齢者向けの体力111'|定項目が検
討されはじめている。
著者達は今回老人ホームの入居者と在宅者の体力的０１'１面のillll定を行なったので結果を報告する。
2．方法
(1)期［１昭和61年４月28日、５)]19日
(2)場所八王子市美山町美111苑
(3)対象６１才から90才までの男女51名
男性21名平均75才
女性30名平均73才
苑生活者男性16名女性14名
在宅者リタ性５名女性16名
(4)測定極'二|と内容
①身長体格il1I1定
②体重〃
2４ 
齢者の体力について(2)
③長座体前屈柔軟性
床に腰をおろし、iT1j膝を前方へ(111ばす。手をl前え、掌を下にlfi1け足先に{111ばす。膝がⅡ'1がらない
ように注意する。踵の位置をOとし指先が前に１１}たときは＋、凧かないときは－で、踵から指先ま
での距離をil1'１定する。
④閉眼鱒踞（脚部柔軟性、平衡性）
立居姿勢で師をつけ、爪先を90.にｌｊＩｌく。ゆっくりと爪先立ちで深くIMIを下げ、膝を開く。上体
は真っすぐに、手は膝におく。その姿勢で眼を閉じる。姿勢を崩し手や師を床に着くまでの時間を
illlる。
⑤５分間歩、走（持久性）
１周80ｍのコースを歩くか或は走り５分間のIl1li雛をil1ll定する。身体の調子により歩いても走って
もどちらでもよい。
⑥台昇降（脚筋敏捷性）
高さ15cm、'1,30cm、長さ２ｍの台を30秒間昇降する。昇った足から降りる。その回数をilIll定する。
つま先を台の端に引っかけないように注意する。
⑦踵－前脛擦り（脚運動の協調性）
椅子にかけ、片方の踵で膝から足首を擦る。術に跳が'１１Kに触れていること。足首一膝一足首を１
回とし30秒間で何回できたかをillllる。左、右行なう。
③ジグザグ歩、走（身体の動きと敏捷性）
スタートラインから１ｍおきにポールを12本立てる。ポールにli1llれないようにジグザグ歩或は走
を行ないその時間をiⅡ'|定する。ポールを倒したときは再びスタートから行なう。
⑨握力（筋力）
左右２回づつllll定し高い値を記録し左右の平均を11}す。
⑩閉眼片足立（平衡性）
爪先を約60゜に開き立ち、その姿勢から片足立ちになり安定したら両眼を閉じる。姿勢が大きく
揺れたり、支持足の位置が動いたり、あげた足が床についたりするまでの時間を測定する。両側に
椅子を置き後に検者が立ち、バランスの崩れた時の支えの準備をする。
⑪単純反応（反応時間）
反応時間ｉｌｌｌ定器（竹井機器製）を用いて、光刺激に対して指による反応時間をilIll定。５回実施し
平均値を記録する。
⑫数合わせ（手作業）
図２Ｂのランダム表を左上から右方のlllmi序に従って、その数字の番号の蒸石と同じ番号の箇所へ
置く。碁石25個をＡの箱からＣの浦に移し終わるまでの時間をilll定する。Ａ箱とＣ箱は１ｍ離す。
Ｂ表は被検者の前に置く。
2５ 
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1又'１
○ジグザグ歩・走
この間、ポール１２本
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スタート ゴール
又'２
○数合わせ
蝋
ランダム表
１～25の番号
をふったご石 をうった受け箱
。Ｂのランダム表の順序に従ってその数字の番号のご石を箱Ａから
ひろい、ご石の番号と同じ数字の受け箱Ｃの箇所へご石を置く。
ご石25個を箱Ａから箱Ｃへ移し終えるまでの時間をiHII定。
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3．結果と考察
体格についてはローレル指数を算出した。表１は苑の男性の結果である。Nol2が過少、ＮＯ２、９，
１４，１６の４名が過大の数値を示した。
この結果厚生省発表の肥満とやせの判定表、図の基準からみると
苑男性在宅男性
やせすぎ１０
やせぎみ２２
ふつう８３
ふとりぎみ１０
ふとりすぎ４０
であり、ふとりぎみ、ふとりすぎの方がわずかに多かった。
表２は在宅男性の結果である。苑16名と在宅５名との比較は信頼性に欠けるが在宅はやせすぎ、
ふとりすぎはみられない。
表１ 苑男性
|Tb ［ ［ lfZl １６１６ １５４５９５４５３ ６９８６７８３７ １ －」
2７ 
NＣ 氏名 誕Ｌ'三日 年齢 身長ｃ、
体重
k９ ローレル指数
１ Ｕ ● Z． Ｔ１１．９．２８ 6３ 166.0 63.0 137.7０ 
２ Ｋ、Ｈ、 Ｔ９．５．１３ 6６ 154.0 62.0 169.7＋|－ 
３ ＬＡ． Ｔ８１１．１ 6６ 160.5 54.0 130.6０ 
４ Ａ、Ｓ、 Ｔ７．１０．１１ 6７ 157.5 49.0 125.0０ 
５ Ｙ、Ｋ、 Ｔ５．１０．７ 6９ 160.0 56.0 136.7０ 
６ Ｋ、Ｈ、 Ｔ３．９．２４ 7１ 159.5 60.5 149.0０ 
７ Ｎ、Ｆ、 Ｔ３．４．６ 7２ 150.0 50.0 148.0０ 
８ ，．Ｔ， Ｍ４５．７．１５ 7３ 158.5. 49.0 124.0－ 
９ Ｎ、Ｅ， Ｍ４５．３．２５ 7４ 135.5 60.0 24ＬＯ＋ト
1０ Ｋ、Ｋ、 Ｍ４３．３．３０ 7６ 1４８５ 55.0 169.0＋ 
1１ ８．Ｔ、 Ｍ４２．８．２５ 7６ 156.8 49.0 129.0０ 
1２ Ｓ、Ｆ， Ｍ４２．４．２７ 7７ 150.7 39.0 115.5＝ 
1３ Ｍ、Ｋ、 Ｍ４０．３．２６ 7９ 1５４５ 51.0 138.0０ 
1４ Ｙ、Ｂ、 Ｍ４０．２．１８ 7９ 158.5 67.5 169.51＋ 
1５ Ｋ、Ｒ、 Ｍ３８．１．２５ 8１ 149.0 44.0 133.0－ 
1６ Ｎ、Ｍ、 Ｍ２８．８．１１ 9０ 1５４０ 63.5 173.6-Ｈ 
、 1６ 1６ 1６ 1６ 
Ｘ 73.7 154.59 5４５３ 149.3 
SＤ 6．８７ 6.986 7.837 30.6 
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表２在宅男性
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表３は苑女性の体格である。この結果No8に極端なやせすぎとNO2に極端なふとりすぎがみられ
た。表４は在宅女性の体格である。こ■では極端なやせすぎはみられないが、ふとりすぎはNC13,
15の２名にみられた。又平均値は両群とも杵通の範囲を示した。
苑女性 在宅女性
やせすぎ４２
やせぎみ
ふつう７１０
ふとりぎみｌ
ふとりすぎ２
苑と在宅との差は、身長ﾘ}性－０．２１
女性一Ｌ５５
体重男性 ６．２３ 
女性－４０３
であった。
体力について
長l“体前屈（表５，６，７，８）
苑ﾘ)性（表５）の＋３名のうちの最大は10cm、-13名のうちの最大は-25cmである。在宅男性
(表６）の＋は１名、－は４名１１１、最大が-23cmであった。iilii群とも腰関節の可動性が低くみられた。
苑女性（表７）は＋４名11]品大が１０cm、-10名１１]、妓大が-25cmである。在宅女性（表８）は＋
４名１１]最大が30cm、－９名中最大が-17cm、０が２名である。苑、在宅ともに男性１．８cm、女性－
４．８ｃｍである。
2８－ 
NＣ 氏名 誕生 ｲ１１齢 身長c、
体茄
k９ ロ－ レル指数
１ Ｍ、Ｈ、 Ｔ２．１．１８ 7３ 161.5 53.5 127.0０ 
２ Ｙ、Ｍ、 Ｍ45.7.11 7４ 150.5 42.5 124.6－ 
３ Ｈ、Ｓ、 Ｍ４２．５．２５ 7７ 147.5 39.5 124.0－ 
４ Ｎ、Ｓ、 Ｍ３９．２．２５ 8０ 157.0 49.5 127.9０ 
５ S、Ｍ、 Ｍ３７．６．２３ 8２ 157.5 56.5 144.6０ 
I］ ５ ５ ５ ５ 
Ｘ 77.2 1５４．８０ 48.30 129.6 
SＤ 3．８３ 5.675 7.190 8.5 
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表３苑女,性
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３８．５１４１．８ 
３０．０ 
１５９．８－ 
１０３．０ 
139.5４０．０147.0 
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表４ 在宅女,性 ■ 
！ 【。■」陵 ［ １５１０ １２５．０ 146.0 [】
2９ 
No. 氏名 誕生日 年齢 身長c、
体重
l(９ ローレル指数
１ Ｍ、Ｋ、 ９． ．２２ 6５ 1３４５ 40.0 1６４００ 
２ Ｋ、Ｃ、 ．７．２ 6６ 1４４５ 61.0 202.01＋ 
３ Ｙ、Ｆ， Ｔ６．７．２０ 6８ 146.7 47.0 148.8０ 
４ Ｙ、Ｍ、 Ｔ６．４．１０ 6９ 139.5 38.5 141.8－ 
５ Ｎ、０． Ｔ６．１．１５ 6９ 145.5 45.5 147.7０ 
６ Ｔ、Ｍ、 Ｔ３．９．１１ 7１ 141.2 30.0 107.0＝ 
７ 
８ 
０．Ｈ、
ＬＫ． 
Ｍ４２．５．５ 
Ｍ４１．８．１０ 
7７ 
7７ 
138.0 
149.5 
42.0 
34.5 
159.8＝
103.0＝ 
９ Ｋ・Ｐ． Ｍ３９．６．５ 7９ 39.5 40.0 147.0０ 
1０ 
11 
1２ 
Ｎ、Ｋ、
Ｎ、Ｙ､
Ｍ、Ｔ、
Ｍ３７１１．３ 
７．１．
8１ 
8１ 
8  
146.4 
150.8 
141.5 
53.0 
57.5 
35.0 
170.00 
167.6＋ 
123.5＝ 
1３ Ｍ、Ｋ、 Ｍ３５．４２５ 8  151.0 53.0 153.9０ 
1４ Ｋ、Ｔ、 Ｍ３５．２．１１ 8  1４４３ 46.0 54.0０ 
、 1４ 1４ 1４ 1４ 
Ｘ 75.2 143.78 44.50 149.2０ 
SＤ 6．９３ 4.971 9.108 25.6
Nｑ 氏名 誕生日 年齢 身長ｃ、
体重
k９ 
ロ_ レル指数
１ Ｋ・Ｓ． Ｔ１４．２．１０ 6１ 146.5 47.0 149.0０ 
２ Ｍ、Ｍ、 Ｔ１１．１１ 6４ 140.0 36.0 131.0＝ 
３ Ｍ、Ｔ， Ｔ８．１２．３１ 6６ 151.0 49.5 143.7０ 
４ S、Ｙ、 Ｔ８．９．１１ 6６ 146.0 48.5 155.8０ 
５ Ｋ、 Ｕ、 Ｔ８．６．１６ 6７ 143.5 55.5 187.8＋ 
６ Ｙ、 Ｍ、 Ｔ７．９．２２ 6７ 151.0 50.5 145.0０ 
７ Ｔ、Ｔ、 Ｔ７．８．３１ 6７ 152.0 48.5 138.0０ 
８ Ｔ、Ｋ、 Ｔ４１０．２８ 7０ 153.0 49.0 136.8０ 
９ Ｙ、 Ｍ、 Ｔ４．７．１７ 7１ 151.5 43.5 125.0－ 
]０ Ｙ、Ｔ、 Ｔ３．３．３０ 7２ 147.2 48.5 152.6０ 
1１ Ｎ、Ｔ、 Ｔ２．１Ｌ２５ 7２ 47.0 151.0０ 
1２ Ｍ・Ｉ． Ｍ４４．１５ 7５ 1３４５ 32.5 133.5 － 
1３ Ｍ、Ｙ、 Ｍ４３．５．２０ 7６ 137.5 65.0 250.0升
1４ Ｙ、Ｍ、 Ｍ４１．７．１５ 7８ 144.0 51.5 172.0０ 
1５ Ｔ、Ｕ、 Ｍ４１３．１２ 7８ 141.0 62.0 221.0Ｈ‐ 
1６ ８．Ｆ． Ｍ３７．７．１８ 8２ 140.5 42.0 １５１．００ 
、 1６ 1６ 1６ 1６ 
70.8 145.33 4８５３ 1５８９０ 
SＤ 5．８３ 5.572 8.172 3４ 
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閉眼鱒踞（表５，６，７，８）
苑男性（表５）の平均が82.82秒、在宅男性（表６）は162.44秒と差が－７２．６２秒を示した。こ
れは足関節と膝関節の柔軟性とバランスの問題と思われる。女性（表７，８）は両群の差が４０９秒
とわずかに苑の方が高い。
５分間歩、走（表５，６，７，８）
苑男性の最高が650ｍ、最少が193ｍ（90才）であったが両者ともふとりすぎの体格であった。
在宅男性は平均(直が苑の最高値を上まわっている。苑女性は平均が395.4ｍ、在宅平均は５１８ｍと
苑男性の平均432.7ｍを85.3ｍも上まわった。男性の両群は－２３７．３、女性向群の差は－１２２．６で
男女とも危険率0.5％の有意差を示した。
台昇降（表５，６，７，８）
苑男性は14.3回、在宅は１６．８回、苑女性は14.8回、在宅は２０．０回であり、在宅女性が他の３
群より高い値を示した。４群の最高は在宅女性の32回で最低は苑男性の９回であった。
苑と在宅の差は男性が－２．５、女性が－５．２で女性に於て危険率０．５％で有意差を示した。
蹴一前脛（表５，６，７，８）
各群とも左右差はみられない。共通して左足の回数が僅かに多い。
じぐざぐ歩、走（表５，６，７，８）
男女とも在宅が短時間であった。男性の差は3.09秒。女性は２．８１秒で危険率０．５％で有意差が
みられた。これは生活環境の影響と思われる。
握力（表９，１０，１１，１２）
苑男性が在宅より２．３kg、女性は在宅が苑より２７k9高い゜これは年令差が男性で３．５才、女性
で4.4才低いことの影響と思われる。
閉眼片足立（表９，１０，１１，１２）
苑男性2.9秒、在宅２．６秒、差０．３秒。女性苑が3.5秒、在宅３．６秒、差0.1秒。男女間では僅
かに0.8秒女性が高い。
単純反応（表９，１０，１１，１２）
男性苑が0.348秒、在宅が0.359秒で差が０．３秒。女性苑が0.277秒、在宅0.261秒で差が－０．１
3０－ 
i齢者の体力について(2)
表５苑男性
U』芝］【 １６］５1６１５１６１６１６ －９６８９８２４３２７１４３２２９２３２１５７５ ９４８９４６］９８２１３８９５６５６３６４３３６ 
表６在宅男性
＝益苗哩
一一一一厩１２３４５ｎｘＤ ｎＤ －１１４１６２Ｍ １１１５１７６１６ ５ １６８２２２２３４ ３３５５］７６９１ 
3１ 
NＣ 長座体前届 ｃ、
閉眼そん
届 sｅｃ 
5分間
歩､走 、
階段昇降
tｉｍｅ 
魎 ￣ 前脛
Ｒ ｅ Ｌｔｉｍｅ 
ジグザグ
歩､走seｃ
１ ２ 3.5 520 1２ 2３ 2２ 1６．１ 
２ ２ 264.4 650 2２ 3４ 3７ 10.2 
３ -７ 190.5 540 1３ 2４ 2５ 15.2 
４ 1０ 76.5 460 1０ 2４ 1９ 16.3 
５ －７ 103.9 440 2１ 3２ 3１ 11.1 
６ -14 1２．３ 435 1４ 2６ 2７ 17.2 
７ －８ 7.0 420 1７ 2３ 2５ 11.5 
８ -12 107.6 437 ９ 3０ 3４ 22.9 
９ -９ 298.8 4０１ 1５ 2３ 2２ 15.4 
1０ -24 5.0 420 1７ 1７ 1７ 12.9 
11 -６ 35.6 465 1０ 2４ 2２ 1４．７ 
1２ -13 116.6 465 1２ 1６ 1７ 1５．１ 
1３ －８ 26.8 362 1７ 2０ 2２ 12.0 
1４ -23 18.4 345 1２ 1４ 1７ 19.7 
1５ －１１ 80.4 370 1４ 1８ 1８ 1５．１ 
1６ -25 1９３ 1９ 1６ 26.6 
、 1６ 1５ 1６ 1５ 1６ 1６ 1６
Ｘ -9.6 89.82 432.7 14.3 22.9 23.2 15.75
SＤ 9．４８ 94.61 98.21 3．８９ 5．６５ 6．３６ 4.336
NＣ 長座体前屈 c、
閉眼そん
居 sｅｃ 
5分間
歩､走 、
階段昇降
tｉｍｅ 
踵 前脛
Ｒ ｅ Ｌ ｅ 
ジグザグ
歩､走 sｅｃ 
１ -22 361.5 760 2１ 1８ 11.6 
２ -３ 343.4 635 １４ 3１ 3４ 117 
３ -11 9.5 500 1７ 2２ 2６ 13.4 
４ -23 13.0 745 1９ 1８ 1７ 13.4 
５ ２ 8４８ 745 1３ 2１ 2２ 13.2 
、 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 
Ｘ -１ ．４ 1６２．４４ 670.0 1６．８ 22.2 23.4 1２．６６ 
SＤ 1１．１５ 176.16 1１０．９４ 3．３５ 5．１７ 6．９１ ０．９２６ 
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表７苑女性
［ ６７６７４８６０３２５４ １１１１１１１１１１１１ 手１４１２ －５］４９８６ ９６４７１１８ １２１２１２１４ １４８２２０２４８１５７９ ２３３５８６７６３２８８７ 
表８在宅女性一言一
２３３４３４１１３ 
３２５２５０９９ 
２１２２２６１０７ 
２２２３２３１１８ 
１８２６２９１３８ 
２４３１３２１３０ 
２０２７２８１０８ 
－－－■■ 
￣■■￣■■ 
■、■－－■■囮囮ⅢⅢⅢ。 －１７２９３ －１２２７．９ 1９ 
１５１５１６ 
４５７７５１８０２００ 
４０９９６６８９５０１ 
２８９１２．９８ 
８３６１．８３５ 
3２ 
No. 長座体前屈 ｃ、
閉眼そん
届 sｅｃ 
5分間
歩､走 、
階段昇降
tｉｍｅ 
睡一前脛
Ｒ ｅ Ｌ ｅ 
ジグザグ
歩､走 ｓｅｃ 
１ -11 6.8 500 1６ 1０ 1０ 17.0 
２ -25 35.3 405 1７ 3１ 3４ 1３．５ 
３ ８ 7.1 432 1６ 2６ 2６ 13.6 
４ -３ 37.4 420 1７ 2３ 3０ 11.3 
５ -９ 6.8 350 1４ 2５ 2７ 15.6 
６ -12 11.4 400 1８ 2５ 2８ 12.2 
７ -11 70.3 368 1６ 1４ 1５ 15.8 
８ -11 265.8 400 1０ 2７ 3０ 1８０ 
９ ５ 1３ 2２ 3４ 16.8 
1０ -７ 23.7 400 ２ 1９ 1９ 21.3 
1１ -９ 60.1 360 1５ 1８ 1８ 14.1 
1２ ５ 27.4 1４ 2４ 2７ 1４８ 
1３ 1０ 390 20.6 
１４ -1 46.2 320 16.5 
、 1４ 1２ １２ 1２ 1２ 1  1４
Ｘ -5.1 49.86 395.4 1４８ 22.0 24.8 1５．７９
SＤ 9． ４ 71.18 45.55 2．３  5．８６ 7．６３ 2.887
NＣ 長座体前屈 c、
閉眼そん
届 ｓｅｃ 
5分間
歩､走 、
階段昇降
tｉｍｅ 
腕 前脛
Ｒ ｅ Ｌｔｉｍｅ 
ジグザグ
歩､走 Ｓｅｃ 
１ 1５ 88.8 570 2３ 3  3４ lＬ３
２ 1０ 111.3 525 3２ 5２ 5  9.9
３ 1３ 58.9 530 2１ 2  2６ 1０．７
４ －８ 66.7 530 2２ 2  2３ 1Ｌ８
５ ０ 6.5 510 1８ 2  2９ 13.8
６ -４ 34.5 475 2４ 3  3２ 13.0
７ 3０ 120.4 630 2０ 2  2８ 1０．８
８ 1１ 93.3 540 2４ 2７ 3４ 1１．９ 
９ -10 21.0 475 1５ 1９ 1９ 1３．０ 
1０ -16 2.7 475 1５ 3０ 2９ 15.6 
1１ -３ 9.9 610 2２ 2７ 2９ 1３．７ 
1２ -２ 5.3 450 1９ 3６ 3５ 1２．８ 
1３ ０ 1０．０ 430 2１ 1３ 2０ 1３．４ 
1４ －１１ 1０ 1２ 1３ 1６．１ 
1５ １７ 29.3 410 1５ 2４ 2７ 15.3 
1６ １２ 27.9 610 3３ 3４ 1４５ 
、 1６ 1５ 1５ 1６ １６ 1６ 1６ 
Ｘ -０．３ 45.77 5 ８０ 20.0 27.3 28.9 1２．９８
SＤ 12.95 40.99 66.89 5．０１ 9．４９ 8． ６ １８３５
高齢者の体力について(2)
である。男女間では男性0.353、女性０．２６９で女性が0.084秒速い反応を示した。
力〕ず合わせ
各群とも誤数はなかった。男性苑と在宅との差は－８１．１秒、女性の差は４１．８秒であった。又、
完了時間lllIiは、１在宅女性、２.苑女性、３.苑男性、４.在宅男性であり、閉眼片足立、単純反応時間
とともに女性群の成績がよい。
表９苑男性
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
，
Ｘ
Ｄ
 
’
１
’
１
’
１
１
１
９
１
１
１
’
ｌ
 
ｎｂ 
６
９
７
１
０
６
４
３
０
３
０
２
７
５
５
６
９
４
 
１
６
 
２
３
４
２
２
１
３
１
１
３
２
３
１
０
１
 
２
２
 
１
 
２
 
１６１６１６ 
３３５３２３３３］ 
５４４７９０６４３ 
１６１５１５ 
０３４８］２３０１ 
06543５７４７ 
表1０ 在宅男性
１９８０６ 
－３３ 
Nｑ 
握力
右 k９ 左 k９ 平均 k９ 
閉眼片足
sｅｃ 
単純反応
sｅｃ 
かず合せ
sｅｃ 誤数
1 3２ 3８ 3５ 2.0 0.310 
２ 4０ 4３ 4２ 2.6 0.292 1９３ ０ 
３ 3４ 3１ 3３ 3.9 ０．３５４ 194 ０ 
４ 3７ 3２ 3５ 4.7 0.268 189 ０ 
５ 4３ 4７ 4５ 2.1 0.330 174 ０ 
６ 4４ 4７ 4６ 2.0 0.438 319 ０ 
７ 3１ 3１ 3１ 1.6 ０．２７２ 1９２ ０ 
８ 3０ 3０ 3０ 3.4 0.397 282 ０ 
９ 3４ 2０ 2７ 1.3 0.400 211 ０ 
1０ 2８ 2６ 2７ 1.0 0.413 236 ０ 
1１ 3５ 3５ 3５ 3.3 0.246 175 ０ 
1２ 2６ 2４ 2５ 2.0 0.284 1９１ ０ 
1３ 2８ 2６ 2７ 3.2 0.337 200 ０ 
1４ 3６ 2９ 3３ 1.7 0.377 245 ０ 
1５ 2８ 2７ 2８ 1０．５ 0.394 291 ０ 
1６ 3０ 3１ 3１ 1.5 0.458 360 ０ 
、 1６ 1  1６ 1６ 1６ 1５ 1５
Ｘ 33.5 32.3 33.1 2.9 0． ４８１ 230.1 ０ 
SＤ 5．４  7．９０ 6．４３ 2.264 ● 6543 57.47 ０ 
ＵＵ■ 
NＣ 
梶ブノ
右 k９ 左 k９ 平均 k９ 
|Ⅲ１１片足
sｅｃ 
単純反応
ｓｅｃ 
かず合せ
ｓｅｃ 誤数
１ 3２ 3４ 3３ 1.9 ０．３７２ 233 0 
２ 3２ 2７ 3０ 1.4 0.446 1７０ ０ 
３ 2７ 2５ 2６ 3.1 ０．２６２ 660 ０ 
４ 3２ 3０ 3１ 2.4 0.435 226 ０ 
５ 3４ 3３ 3４ 4.3 0.283 267 ０ 
11 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 
Ｘ 31.4 29.8 30.8 2.6 0.3596 3１１２ ０ 
SＤ 2．６１ 3．８３ 3．１１ 1．１３０ ● 08470 ８．０ ０ 
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苑女セ表1１
８
６
６
４
４
７
７
１
３
４
７
９
９
５
４
１
１
 
即
別
旧
別
円
Ⅳ
朋
加
旧
朋
旧
別
別
胡
朋
１
７
 
４
 
９
 
３
２
 
２
６
 
数
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
Ⅱ
、１２３４５６７８９ⅢⅢ咀旧Ｍｎｘ卯
１４１４ 
１９．４１９．９ 
１４１４ 
３５０２７７６ 
３４８６００４７５１ 
表１２在宅女性
し １６１６１６１６１６１６１６ ２３３２１２２２６３６０２６１３１９５３ ５３１５０２４９９１５７２００５０１８７３９４ 
3４ 
NＣ 握力右ｋ９ 左ｋ９ 平均ｋ９
|Ⅲbl片足
sｅｃ 
111純反応
ｓｅｃ 
かず合せ
ｓｅｃ 誤数
１ 2１ 2５ 2３ 1５．１ 0.356 318 ０ 
２ 2７ 2３ 2５ 2.7 0.236 1９６ ０ 
３ 2０ 2０ 2０ 3.9 0.219 216 ０ 
４ 1９ 2０ 2０ 3.1 0.280 1９４ ０ 
５ 2１ ２１ 2１ 2.1 0.313 1７４ 0 
６ 1５ 1７ 1６ 2.9 0．２４１ 287 0 
７ 1７ 1５ 1６ 4.3 0.277 257 ０ 
８ 2０ 2０ 2０ 2.2 0.284 1９１ ０ 
９ 1６ 1５ 1６ 1.4 0.224 253 ０ 
1０ 1５ 2０ 1８ 2.7 0.243 1８４ 0 
1１ 2５ 2４ 2５ 1.3 0.370 237 ２ 
1２ 2０ 1７ 1９ 2.0 0.239 209 ０ 
1３ 1８ 1７ 1８ 1．２ 0.309 399 ０ 
1４ 2５ 1８ 2２ 4.1 0.295 205 ０ 
、 1４ 1４ 1４ 1４ 1４ 1４ 1４ 
Ｘ 1９．９ 1９．４ 1９．９ 3.5 0.2776 237.1 0.1 
ＳＤ 3．７３ 3．１３ 3．０４ 3.486 0.04751 62.41 0．５３ 
NＣ 握力右ｋ９ 左ｋ９ 平均ｋ９
閉眼片足
ｓeｃ 
11i純反応
sｅｃ 
かず合せ
sｅｃ 誤数
１ 2５ 2５ 2５ 5.4 0.227 1３８ ０ 
２ 2５ 2２ 2４ 4.5 0.212 1３９ ０ 
３ 3３ 2８ 3１ 4.2 0．１９５ 204 ０ 
４ 3１ 2８ 3０ 8.2 ０．２６７ 200 ０ 
５ 2３ 1８ 2１ 3.0 0.289 1６１ ０ 
６ 2３ 2２ 2３ 2.8 ０．２４７ 1２５ ０ 
７ 3２ 2７ 3０ 3.4 0.307 1６３ ０ 
８ 2０ 2４ 2２ 4.1 0.252 1２５ ０ 
９ 2２ 2０ 2１ 2.5 0.245 2３２ ０ 
1０ 2４ 2５ 2５ 3.0 0.230 1３０ ０ 
1１ 2０ 1５ 1８ 2.6 0.289 218 ０ 
1２ 1６ 1２ 1４ 2.3 ０．２３１ 2１０ ０ 
1３ 2５ 2２ 2４ 1.9 0.267 3８３ ０ 
1４ 1８ 1３ 1６ 1．９ 0.346 1５８ 0 
1５ 1５ 2０ 1８ 3.3 0.375 338 ０ 
1６ 2０ 1８ 1９ 3.2 0．２０２ 200 ０ 
、 1６ 1６ 1６ 1６ 1６ 1６ 1６
Ｘ 23.3 2１．２ 22.6 3.6 ０．２６ ３ 195.3 ０ 
ＳＤ 5．３１ 5．０２ 4．９９ 1．５７２ 0.05018 73.94 ０ 
高齢者の体力について(2)
表ｌ３ｊｌｌｌｌ定称口ｉ１Ｉ１相関表ａ・リ）性
ｂ・女性
r1 
L」
*－５％＊*－１％＊**－０．５％ 
－３５ 
種’二’
い
● 長座体前屈 剛眼そん届 ５分間歩。走 〈ｎ昇、降 ジグザグ歩・走 握力 閉眼片足立 単純反応時間 数合わせ
長座体前ｌｉｉｌ 1３ 0.30 
1４ ＊＊ 
0.66 
1３ 
0.00 
1４ 
￣ 
● 4５ 
1４ 
0.30 
1４ 
0.23 
1４ ＊＊＊ 
￣ 
● 6８ 
1３ 
Ⅱ■■■■■ 
● 5０ 
閉眼そん届 1３ 0.30 
1３ 
0.46 
1３ 
0.27 
1３ 
－．１１ 
1３ 
0.09 
1３ 
0.00 
1３ 
0.11 
1２ 
－．０１ 
５分ｌｉｌ]歩・走 1４ 0.66 
１３ 
0.46 
1３ 
0.23 
1４ 
￣ 
● 
＊ 
6０ 
1４ 
0.38 
1４ 
0.01 
1４ ＊ 
－．５７ 
1３ ＊ 
－．５５ 
台昇降 1３ ０．００ 
1３ 
0.27 
1３ 
0.23 
１３ ＊＊＊ 
■■■■■■■■■ 
● ８１ 
1３ 
0.33 
1３ 
￣ 
● 2０ 
1３ 
0.02 
1２ 
－ 
０ 3３ 
ジグザグ歩・走 1４ 
_ 
● 4５ 
1３ 
－．１１ 
1４ 
￣ 
● 6０ 
1３ 
－ 
０ 8１ 
1４ 
－ 
０ 1７ 
1４ 
－８０４ 
1４ ＊ 
0.56 
1３ ＊＊＊ 
0．８１ 
握力 1４ 0.30 
1３ 
０．０９ 
1４ 
0.38 
1３ 
0.33 
1４ 
￣ 
● 1７ 
1４ 
￣ 
● 1３ 
1４ 
－ 
０ 
■ 
0９ 
1３ 
－．０９ 
閉眼片足立ち 1４ 0.23 
1３ 
0.00 
1４ 
0．０１ 
1３ 
￣ 
￣● 2０ 
1４ 
－．０４ 
1４ 
－ 
０ 1３ 
1４ 
￣ 
● 0３ 
1３ 
0.05 
単純反応１１寺間 1４ －．６８ 
1３ 
０．１１ 
1４ 
－．５７ 
1３ 
0.02 
1４ 
0.56 
1４ 
－．０９ 
1４ 
￣ 
● 0３ 
1３ ＊＊＊ 
0.84 
数合わせ 1３ －．５０ 
1２ 
￣ 
● ０１ 
1３ 
一．５５
1２ 
￣ 
● 3３ 
1３ 
０．８１ 
1３ 
－．０９ 
１３ 
０．０５ 
1３ 
0.84 
種｜］
h‘ 長座体前屈 閉眼そん届 ５分間歩・走 ムロ昇降 ジグザグ歩・走 握力 閉眼片足立 単純反応時間 数合わせ
長座体 －込丘ｏＩ１リ liil 1(） 
￣ 
● 1８ 
1０ 
－．０５ 
1０ 
－．２］ 
１２ 
0.23 
1２ 
￣ 
● ４１ 
1２ 
￣ 
● 2２ 
1２ 
－．１７ 
1２ 
0.30 
閉眼そん届 1０ ￣
 
● 1８ 
９ 
￣ 
● 1３ 
９ 
￣ 
● 
＊ 
6６ 
1(） 
0.29 
1０ 
￣ 
● 0２ 
1０ 
￣ 
● 2３ 
1０ 
0.10 
1０ 
－．２４ 
５分'１１１歩・走 1０ －．０５ 
９ 
￣ 
● 1３ 
８ 
0．２１ 
1(） 
－．０５ 
1０ 
0.05 
1０ ＊ 
0.69 
1０ 
－．０４ 
1０ 
0.27 
台昇降 1０ 
￣ 
● 2１ 
９ 
￣ 
● 6６ 
８ 
0．２１ 
1０ ＊＊＊ 
－．７９ 
1(） 
0.13 
1０ 
0２６ 
1０ 
0.00 
１０ 
0.18 
ジグザグ歩・走 1２ ０．２３ 
1０ 
0.29 
1０ 
－．０５ 
1０ 
－．７８ 
１２ 
￣ 
● 2１ 
1２ 
0.03 
1２ 
0.14 
1２ 
0.48 
握力 1２ －．４１ 
1０ 
￣ 
● 0２ 
1０ 
0.05 
l(） 
0.13 
1２ 
－．２１ 
1２ 
0.25 
1２ 
0.51 
1２ 
1０ 
閉眼片足立ち 1２ ￣
 
● 2２ 
1０ 
￣ 
● 2３ 
1０ 
0.69 
1０ 
0.26 
1２ 
0.03 
1２ 
0.25 
1２ 
0.38 
1２ 
0.43 
11i純反応時間 1２ －．１７ 
1(） 
0.1(） 
1(） 
－．０４ 
1０ 
0.00 
1２ 
0.14 
]２ 
0．５１ 
1２ 
0.38 
1２ 
0.45 
数合わせ 1２ ０．３０ 
1０ 
￣ 
● 2４ 
1０ 
0.27 
1０ 
0」８
1２ 
0.48 
1２ 
－．１０ 
1２ 
0.43 
1２ 
0.45 
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表１４苑と在宅との差
児111苑 美111苑
１５４．５９ １５４．８０ －０２１ １４３．７８ １４５３３ －１５５ 
５４５３ ４８３０ ６２３ ４４５０ ４８５３ －４０３ 
－９６ －１１４ １８ －５．１ －０３ －４８ 
８９８２ １６２．４４ －７２．６２ ４９８６ ４５．７７ ４０９ 
４３２．７ ６７０．０ ＊＊＊ －２３７．３ ３９５４ ５１８０ 
＊＊＊ 
－１２２．６ 
１４３ １６．８ －２．５ １４．８ ２００ ＊＊＊ －５２ 
１５．７５ １２６６ ３０９ １５．７９ １２．９８ ＊＊＊ ２８１ 
３３１ ３０８ １９９ ２２６ －２．７ 
２９ －０１ 
０．３４８１ ０．３５９６ －００１１５ ０．２７７６ ０．２６１３ ００１４５ 
２３０１ ３１１．２ －８１．１ ２３７．１ １９５３ ４１．８ 
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４．まとめ
今回のillll定は在宅ﾘ)性の被験者数が都合により予定の半数であった。したがって男性両群の比較
は妥当性に欠けると魁われるので参考資料とする。
ilIll定項|=Ｉ間の相関表13は男、女とも合昇降とジグザグ歩、走に高い相関を示した。男性に於ては
数合わせとジグザグ歩、走、Lii純反応１１棚|に高い'11関を示したが女性''１１にはみられなかった。
体格(身長、体重)、柔軟性(長座体前屈)、筋力(握力)、平衡性(閉１１１１鱒届、閉眼片足立)、敏捷性
(単純反応時'''１）等には有意な鶇は認められなかった。
心llili機能（５分間歩、走）ではり)女に、敏捷性（合ｹ'1降、ジグザグ歩走）では女性に有意兼が認
められた。男性には合昇降、ジグザクル走では有意の鶇は認められなかったが、女性と|『Ｉ様の傾向
が認められるので被験者数が同数祝度であれば女ﾔliと|司様に有意差が得られるのではないかと似わ
れる。
苑生hIi者が台昇降、ジグザグ歩、走、５分'''１歩、走で低い数値を示したことは、苑内の散歩やゲ
ートボール活動の迎勅戯が在宅者のl]常生(１１で締験している連動liiに比較すると少ないものとﾊﾑ(わ
れる。したがって今後の苑生活に於ける散歩の時'''１や速度に、又ゲートポールなどの練粋方法にも
変化を持たせる必要があろう。
－３６ 
il1ll定種目
男性
美l｣｣ 在宅 差
女 性
Lll 在宅 差
身長 154.59 154.80 ．２ 143.78 1 ５．３
体重 54.53 4 6.23 44.50 48.53 ．０
長座体前屈 ９．６ １． 1.8 ０．３ ４．８
閉眼そん届 89.82 162.44 49.86 45.77 4.09
５分間歩・走 432.7 670.0 395.4 5 ８．
階段昇降 1４． 16.8 1 20.0 ５．２
ジグザグ歩・走 15.75 12.66 3.09 15.79 12.98 2．８１
握力 33.1 30.8 2.3 1９．９ 22.6
閉眼片足立ち 2.9 2.6 0.3 3.5 3.6 ０．１
111純反応時間 0.3481 0.3596 ．０１１ 0.2776 0.2613 0．０１４
数合わせ 230.1 3 237.1 195.3 4
高齢者の体力について(2)
行動的面からみれば、高齢者の迦動と体力701F１１）に指摘されているように、６５才以上になって
も日常の運動実施により体力ｉｌ１ｌｌ定結果はlfil｣二を示しているのである。
たとえば苑の朝の体操後の歩行巡動では単に一定時ＩｌＩｌを歩くのではなくて、それぞれの|=|標を設
定（時'''1内の歩行bIIi雛）したり、迦動Ｉｌｊの脈拍i'''1定の習慣化などをすれば各自の体調の把握にもつ
ながるのである。又現在のゲートボールのルールによれば、第１ゲートを通過しなければ何時まで
でもスタート地点からの移動ができない。スタート地点でゲームが終了することもありうるのであ
る。したがって練習１１茅には各人が十分に歩行を伴なった連動内容にすべきであろう。
おわりに
高齢者の体力の特性をとらえるために、いくつかのillll定を実施し、苑と在宅生活者との差を検討
したが今回の結果のみではその特性を云々することはできない。高齢者に大きく現われる個別性に
ついても、高齢j0Iにいたるまでの生活様式の調査を行ない、それが現ｲ[の体力や健脚I状態との関連
について検討する必要があろう。これも今後の課鼬としたい。
ｉｌｌｌｌ定の実施に際して、高齢者の身体能力やiHll定極'三|についてIWi々助言をいただいた、東京都浴風
会病院長、大友英一先生に感謝いたします。
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